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「
自
殺
対
策
白

書
」に
よ
る
と
二

〇
二
〇
年
の
自
殺

者
が
十
一
年
ぶ
り

に
増
加
。前
年
よ

り
九
百
十
二
人
増
の
二
万
千

八
十
一
人
、女
性
の
増
加
が

顕
著
で
、九
百
三
十
五
人（
一

五
％
）増
の
七
千
二
十
六
人
。

特
に
働
く
女
性
の
自
殺
者
数

は
千
六
百
九
十
八
人
で
、一

九
年
ま
で
の
五
年
間
の
平
均

と
比
べ
三
割
近
く
増
加
▼
二

一
年
に
入
っ
て
も
増
加
傾
向

が
続
き
、警
察
庁
に
よ
る
と

一
～
九
月
の
自
殺
者
総
数
は

一
万
五
千
九
百
八
十
四
人

（
暫
定
値
）で
、二
〇
年
同
期

よ
り
七
百
二
十
一
人
も
増
え
、

コ
ロ
ナ
禍
が
経
済
弱
者
を
追

い
込
む
状
況
が
見
て
取
れ
ま

す
▼
二
〇
年
に
新
型
コ
ロ
ナ

の
対
策
事
業
で
全
世
帯
や
介

護
施
設
な
ど
に
配
る
た
め
に

調
達
し
た
布
マ
ス
ク「
ア
ベ

ノ
マ
ス
ク
」約
二
億
八
千
七

百
万
枚
の
う
ち
、二
一
年
三

月
末
時
点
で
八
千
二
百
七
十

二
万
枚（
約
百
十
五
億
円
相

当
）が
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
、会
計
検
査
院

の
検
査
で
明
ら
か
に
。そ
の

保
管
費
用
が
二
〇
年
八
月
～

二
一
年
三
月
で
約
六
億
円
と

保
管
に
月
七
千
五
百
万
円
▼

こ
の
お
金
を
生
活
困
窮
者
に

支
給
す
れ
ば
少
し
で
も
自
殺

者
も
減
る
の
で
は
。厚
労
省

は
有
効
な
活
用
法
を
検
討
す

る
と
表
明
し
ま
す
が
、同
省

も
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
不
識

布
マ
ス
ク
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。「
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
」に
い

ま
だ
多
額
の
税
金
が
投
入
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
ず
さ
ん
な

コ
ロ
ナ
対
策
も「
モ
リ
・
カ

ケ
」「
桜
」と
と
も
に
、ア
ベ

政
治
の
負
の
遺
産
か
。（

Ｋ
）

年
末
年
始
の
業
務
の
お
知
ら
せ

　

大
阪
建
設
労
働
組
合
本
部
は
12
月
28
日
（
火
）
が
御
用
納

め
と
な
り
、
新
年
は
２
０
２
２
年
１
月
５
日
（
水
）
が
初

出
、
６
日
（
木
）
か
ら
の
平
常
業
務
と
な
り
ま
す
。

　

所
属
支
部
の
営
業
日
に
つ
き
ま
し
て
は
直
接
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
提
供

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

イ
ン)

」
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
通
じ
て

み
な
さ
ん
に
行
事
の
ご

案
内
な
ど
組
合
に
か
か

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ(

ラ

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労ＬＩＮＥ

 
賃
上
げ
へ
の
理
解
求
め

    
天
王
寺
駅
で
早
朝
街
頭
宣
伝

　

十
一
月
十
七
日（
水
）、午

前
九
時
か
ら
本
部
賃
金
対
策

部
が
Ｊ
Ｒ
天
王
寺
駅
前
で
、

マ
ス
ク
・
除
菌
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
千
枚
配
布
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、宣
伝

行
動
を
中
止
し
ま
し
た
が
、

今
年
は
対
策
を
徹
底
し
た
上

で
、一
般
の
方
々
へ「
職
人
の

現
場
実
態
と
処
遇
改
善
・
賃

金
引
き
上
げ
へ
の
理
解
」を

求
め
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

通
勤
時
間
帯
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、通
行
人
も
多
く
、た

く
さ
ん
の
方
々
に
受
け
取
っ

て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

賃
金
対
策
部
員
か
ら
は

「
宣
伝
物
を
受
け
取
っ
て
も

ら
い
少
し
で
も
大
建
労
を

知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
い

う
意
気
込
み
と
、受
け
取
っ

た
方
か
ら
は「
頑
張
っ
て
引

き
上
げ
て
」と
温
か
い
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
賃
金
引
き
上
げ
・

処
遇
改
善
を
求
め
、行
動
を

行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

十
二
月
五
日
（
日
）
全
建

総
連
関
西
青
協
の
統
一
行
動

と
し
て
二
府
四
県
の
組
合
青

年
部
が
そ
ろ
っ
て
清
掃
奉
仕

行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

午
前
十
時
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
動

画
に
よ
る
朝
礼
と
「
エ
イ
エ

イ
オ
ー
」
の
掛
け
声
で
ス

タ
ー
ト
。

　

大
建
労
本
部
そ
ば
の
大
国

南
公
園
と
そ
の
周
辺
で
弁
当

ガ
ラ
や
お
菓
子
の
袋
、
空
き

缶
な
ど
の
ゴ
ミ
を
、
植
田
青

年
部
長
ら
四
人
が
黙
々
と
拾

い
集
め
、
ゴ
ミ
袋
二
つ
に

も
。

　

心
な
い
人
た
ち
の
マ
ナ
ー

の
悪
さ
に
憤
り
を
感
じ
な
が

ら
も
、
美
し
く
な
っ
た
公
園

で
ス
ポ
ー
ツ
に
興
じ
る
市
民

の
姿
に
快
い
気
持
ち
で
行
動

を
終
え
ま
し
た
。

　

年
初
め
に
青
年
部「
旗
び

ら
き（
新
年
会
）」を
開
催
し
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
交
流

し
ま
す
。大
建
労
の
組
合
員

で
四
十
歳
以
下
の
若
い
方
を

対
象
に
、い
ろ
い
ろ
な
職
種

の
方
が
参
加
し
ま
す
の
で
、

仕
事
終
わ
り
に
気
軽
に
立
ち

寄
り
、新
し
い
繋
が
り
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

二
〇
二
二
年
一
月
十

四
日（
金
）午
後
七
時
～

場
所　

本
部
五
階

参
加
対
象　

青
年
部
員（
四

十
歳
以
下
の
組
合
員
全
員
）

※
今
年
度
も
感
染
症
対
策
の

た
め
、飲
食
は
し
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

二
〇
二
二
年
一

月
七
日（
金
）

※
マ
ス
ク
着
用
必
須
で
お
願

い
し
ま
す
。

支部 11月末
組織数 集約枚数

西 成 232 68
東住吉平野 590 252
住 吉 335 145
都 島 252 152
守 口 514 304
生 野 238 163
福 島 142 48
城 東 鶴 見 392 272
東 成 117 88

港 230 64
東 淀 川 355 176

堺 3,559 576
池 田 141 40
西 淀 川 122 10
松 原 260 104
貝 塚 277 250
岸 和 田 732 426
泉 佐 野 347 226
吹 田 383 188
羽 曳 野 151 98
豊 中 329 32
門 真 816 208
寝 屋 川 935 400
大 東 586 272
茨 木 314 32
富 田 林 218 50
合 計 12,567 4,644

2022（令和 4）年度国保組合
予算の現行水準確保に向けた
ハガキ要請行動結果報告

た
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
、

四
千
六
百
四
十
四
通
を
集
約

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
組
合
員
の
み
な
さ

ん
の
行
動
が
予
算
確
保
・
建

設
国
保
を
守
る
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
【
社
会
保
障
対
策
部
発
】

九
月
～
十
一
月
十
八
日
ま
で

取
り
組
ん
だ
二
〇
二
二
（
令

和
四
）
年
度
国
保
組
合
予
算

の
現
行
水
準
確
保
に
向
け

　

十
一
月
二
十
七
日
、
西

成
・
港
支
部
合
同
で
井
上
英

孝
衆
議
院
議
員
に
国
保
組
合

予
算
確
保
に
向
け
て
の
要
請

を
行
な
っ
た
。

　

維
新
の
会
の
総
会
が
あ
る

た
め
忙
し
い
中
で
の
面
談

だ
っ
た
が
、
「
コ
ロ
ナ
が
落

ち
着
き
そ
ろ
そ
ろ
経
済
も
動

か
な
く
て
は
。
国
保
の
要
請

は
し
っ
か
り
伝
え
ま

す
」
と
話
さ
れ
た
。

　

十
一
月
二
十
四
日
、
西

成
・
住
吉
支
部
合
同
で
佐
藤

茂
樹
衆
議
院
議
員
に
国
保
組

合
予
算
確
保
に
向
け
て
の
要

請
を
行
な
っ
た
。

　

議
員
本
人
は
不
在
だ
っ
た

が
「
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
の
言
葉
に
秘
書
の

松
浦
氏
と
事
務
員
さ
ん
が
温

か
く
迎
え
て
く
れ
た
。
和
や

か
に
対
話
し
た
後
要
請
書
を

手
渡
す
と
「
先
生
に
し
っ
か

り
伝
え
て
お
く
」
と
力
強
い

返
事
を
い
た
だ
い
た
。

賃対部

 

統
一
行
動
で
清
掃
奉
仕

   

本
部
そ
ば
の
公
園
キ
レ
イ
に
関西青協

国
保
ハ
ガ
キ
要
請

ご
協
力
に
感
謝

井
上
英
孝
議
員

本
人
に
要
請

西成・港

佐
藤
議
員
秘
書

と
対
話
弾
む

西成・住吉

井上議員と西成（左上）、
港（右上）、松浦秘書と住
吉（中央）、西成（下）役員

JR 天王寺駅前で、市民に向け宣伝行動

清掃行動に取りくむ青年部員

旗
び
ら
き
は

１
月
14
日
に

青年部
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が
集
う「
青
年
部
」で
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
に
野

球
大
会
や
子
ど
も
た
ち
と
参

加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。

　

女
性
組
合
員
や
配
偶
者
で

組
織
す
る「
主
婦
の
会
」で
も

ハ
イ
キ
ン
グ
、手
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
催

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
以
上
の
シ
ル

バ
ー
世
代
を
対
象
に
し
た

「
悠
生
会
」も
楽
し
い
交
流
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

習
会
開
催
、技
能
検
定
な
ど

講
習
会
案
内
な
ど
資
格
取
得

を
お
手
伝
い
。

・
資
格
取
得
の
報
奨
金
も
。

・
耐
震
診
断
員
の
登
録
と
耐

震
診
断
の
紹
介
、仕
事
に
関

わ
る
制
度
の
周
知
・
学
習
会

の
開
催
な
ど
。

・「
建
設
業
の
許
可
」登
録
手

続
き
も
援
助
し
ま
す
。

・
求
人
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
参
加
で
き
る
体

育
祭
や
魚
釣
り
大
会
、若
者

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円
ま

た
は
３
万
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

■
お
得
な
制
度

・
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
と

提
携
、「
ワ
ン
デ
イ
ク
ー
ポ

ン
」が
利
用
で
き
ま
す
。

・
提
携
店（
大
建
労
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
組
合
員

証
を
提
示
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ（
全
労
済
）の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

■
賠
償
責
任
総
合
補
償
制
度

　

工
事
の
遂
行
中
、ま
た
は

工
事
を
し
た
個
所
が
原
因
と

な
っ
て
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ

た
り
、他
人
の
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、法
律
上
の

賠
償
責
任
を
負
っ
て
支
払
う

べ
き
賠
償
金
や
裁
判
に
な
っ

た
と
き
の
弁
護
士
報
酬
な
ど

の
支
払
い
に
備
え
る
保
険
。

■
資
格
取
得・建
設
業
許
可

・
作
業
主
任
者
講
習
会
、二
級

建
築
士
受
験
講
座
な
ど
の
講

向
け
て
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。ま
た
毎
月
第
三
木

曜
日
、弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
会
を
開
催（
要
予
約
、中

止
の
場
合
も
あ
り
）。

■
休
業
損
害
証
明　

交
通
事

故
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、

休
業
損
害
請
求
の
基
と
な
る

証
明
を
組
合
が
し
ま
す
。

■
建
設
工
事
総
合
補
償
制
度

　

現
場
や
材
料
置
き
場
の
火

災
や
自
然
災
害
、盗
難
な
ど

の
被
害
を
補
償
す
る
保
険
。

し
、調
査
に
も
対
処
し
ま
す
。

■
建
設
業
退
職
金
共
済

■
仕
事
や
暮
ら
し
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
に　

賃
金
や

代
金
の
不
払
い
に
あ
っ
た
と

き
も
、建
設
業
法
第
41
条「
元

請
の
立
替
払
い
」や
賃
金
確

保
法
の
活
用
な
ど
、解
決
に

■
大
建
国
保

■
労
災
保
険　

現
場
で
ケ
ガ

を
し
た
時
に
備
え
て
就
労
形

態
に
合
わ
せ
た
加
入
を
。

■
税
金
対
策　

申
告
相
談
会

や
記
帳
講
習
会
、一
括
申
告

で
税
金
対
策
も
バ
ッ
チ
リ
。

　

税
務
署
か
ら
の
呼
び
出

 

月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が

組合費滞納
にご注意を

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

青
年
・
シ
ル
バ
ー

女
性
交
流
の
場
も

 
税
金
対
策
や
不
払
い
相
談

   
仕
事
暮
ら
し
フ
ォ
ロ
ー
組合事業

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

持続化給付金の申請サポート会も開催しました

•••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

未
加
入
者
に

伝
え
て
下
さ
い

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

（
だ
い
け
ん
ろ
う
）
は

建
設
現
場
で
働
く
み
な

さ
ん
の
た
め
の
組
合
で

す
。

　

全
国
で
62
万
人
以

上
、
大
阪
で
１
万
２
千

人
の
仲
間
が
加
入
し
て

い
る
、
建
設
労
働
者
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
、
一
人
で
も
入
れ
る

労
働
組
合
で
す
。

　

組
合
員
を
増
や
し
、

地
域
や
自
治
体
へ
の
影

響
力
を
強
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
仕
事
や
く
ら

し
を
よ
く
す
る
制
度
、

政
策
な
ど
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

春
秋
に
は
仲
間
を
増

や
す
組
織
拡
大
月
間
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
身
近
な
建

設
現
場
で
働
く
組
合
未

加
入
の
方
々
に
、
ぜ
ひ

「
だ
い
け
ん
ろ
う
」
の

存
在
を
伝
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

十
二
月
六
日
（
月
）
全
建

総
連
関
西
地
方
協
議
会
は
エ

ル
・
お
お
さ
か
で
「
税
金
交

流
集
会
」
を
開
催
、
二
十
七

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
全
建
総
連
・
西
税
対

部
長
の
「
税
に
関
す
る
情
勢

と
全
建
総
連
の
取
り
組
み
」

の
講
演
が
。
全
国
大
会
で
議

論
さ
れ
た
税
に
ま
つ
わ
る
課

題
や
イ
ン
ボ
イ
ス
、
電
子
帳

簿
保
存
法
に
つ
い
て
な
ど
情

勢
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
各
県
連
組
合
か
ら

活
動
報
告
が
行
な
わ
れ
、
税

金
申
告
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
共
有

し
ま
し
た
。

 

建
退
共
制
度
が
改
定
に

          

掛
金
日
額
と
運
用
利
回
り
が

　

二
〇
二
一
年
十
月
一
日
か

ら
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

（
建
退
共
）の
運
用
利
回
り
が

現
行
の
三
％
か
ら
一
・
三
％

に
変
更
と
な
り
、掛
金
日
額

（
証
紙
）に
つ
い
て
も
、現
行

の
三
百
十
円
か
ら
、三
百
二

十
円
へ
十
円
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
数
年
来
制
度
見
直
し
　

運
用
利
回
り
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
建
退
共
に
加
入
し
て

　

建
退
共
の
掛
金
日
額
の
引

き
上
げ
に
伴
う
退
職
金
額
へ

の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
も
、

通
常
運
用
利
回
り
が
見
直
し

さ
れ
る
五
年
間
で
比
較
す
る

と
、掛
金
十
円
の
引
き
上
げ

で
、年
間
で
二
千
五
百
二
十

円
の
掛
金
負
担
増
と
な
り
ま

す
が
、退
職
金
額
も
引
き
上

げ
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

の
検
討
が
続
け
ら
れ
て
き
た

こ
と
に
対
し
、全
建
総
連
は

制
度
内
容
の
大
幅
な
後
退
は

認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
し
て

き
ま
し
た
が
、長
く
続
く
超

低
金
利
や
建
退
共
全
体
の
運

営
状
況
を
受
け
こ
の
変
更
に

至
っ
た
も
の
で
す
。

い
る
方
が
こ
れ
ま
で
積
み
立

て
て
き
た
掛
金
へ
の
運
用

利
回
り
は
、過
去
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
引
き
下
げ
は
さ
れ
ま

せ
ん
。積
み
立
て
中
の
掛
金

は
、そ
の
期
間
中
の
運
用
利

回
り
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

申告目前に迫り
税めぐる情勢学ぶ

＜税金交流集会＞

　
十
一
月
二
十
八
日

（
日
）
通
信
員
の
つ
ど
い

を
開
催
。
参
加
者
二
十
二

人
が
平
野
区
の
重
要
文
化

財
奥
田
邸
を
訪
ね
取
材
実

習
を
行
な
い
ま
し
た
。

平野の重文
奥田邸取材

＜通信員のつどい＞

　【
堺
・
後
藤
秀
樹
・
大
工
】平

野
区
Ｊ
Ｒ
加
美
駅
か
ら
徒
歩

数
分
、国
道
二
十
五
号
線
沿

い
の
古
い
油
屋
を
改
修
し

た「
が
ん
こ
寿
司
」向
か
い
に

「
奥
田
邸
」が
存
在
す
る
。

　

表
門
を
く
ぐ
る
と
正
面
の

茅
葺
の
大
屋
根
が
目
に
飛
び

込
む
。江
戸
初
期
に
建
造
さ

れ
た
伝
統
的
農
家
構
造
で
、

府
下
に
残
る
四
間
間
取
り
の

民
家
で
は
最
も
古
い
も
の
の

ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
は
国
の
重
要
文
化
財

の
指
定
を
受
け
て
い
る
が
、

つ
い
最
近
ま
で
こ
こ
で
生
活

が
営
ま
れ
て
い
た
。裏
戸
を

く
ぐ
る
と
台
所
、大
勢
の
使

用
人
が
食
事
を
し
た
と
思
わ

れ
る
五
連
か
ま
ど
や
石
を
く

り
ぬ
い
た
流
し
台
、他
に
も

古
い
道
具
や
調
度
品
が
。

　

上
を
見
上
げ
れ
ば
時
代
を

重
ね
て
黒
光
り
す
る
松
の
大

梁
、天
井
は
竹
を
編
ん
で
土

壁
を
塗
り
こ
ん
だ
仕
上
げ
が

印
象
的
。奥
の
八
畳
の
通
間

は
主
に
年
貢
の
徴
収
に
来
る

役
人
の
宿
泊
や
接
待
の
た
め

に
作
ら
れ
た
数
寄
屋
風
の
意

匠
と
な
っ
て
い
る
。

　

約
千
坪
あ
る
敷
地
内
に
は

母
屋
を
囲
む
七
つ
の
棟
、米

蔵
、綿
蔵
、乾
蔵
な
ど
の
白
壁

の
土
蔵
が
な
ら
び
、江
戸
時

代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

よ
う
だ
。（
当
日
の
取
材
記
事

か
ら
）

　

江
戸
時
代
へ

　

時
間
旅
行

　

講
演
聴
き
記
事
書
き
ト
ラ
イ 

　
　

堺
支
部
で
も
文
章
教
室

　
【
堺
支
部
機
関
紙
部
長
・

松
本
千
恵
子
】
十
二
月
五
日

(

日)

堺
支
部
文
章
教
室
を
サ

ン
ス
ク
エ
ア
堺
で
開
催
。
参

加
者
三
十
人
、
今
年
も
コ
ロ

ナ
禍
を
考
え
午
後
か
ら
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
部
・
柄
谷
『
建
設
労

働
』
編
集
長
か
ら
「
わ
か
り

や
す
い
記
事
の
書
き
方
」
の

講
演
を
三
十
分
ほ
ど
聴
き
、

参
加
者
は
無
言
で
記
事
書
き

を
始
め
ま
し
た
。

　

一
本
、
二
本
と
次
々
に
書

き
上
げ
朱
入
れ
を
受
け
ま
し

た
が
、
三
本
同
時
に
持
っ
て

く
る
人
、
書
き
上
げ
て
は
一

本
ず
つ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、

会
場
が
少
し
づ
つ
に
ぎ
わ
い

笑
い
声
も
聞
こ
え
だ
し
た
文

章
教
室
で
し
た
。

全建総連西税対部長の講演が

奥田邸を取材する参加者

記事書きに取りくむ仲間


